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景
気
自
体
は一般
的
に
言
わ
れ
て
い
る

よ
り
は
か
な
り
強
い
と
い
う
感
じ
を
持
っ

て
い
ま
す
。要
因
は
２
つ
考
え
ら
れ
ま

す
。ひ
と
つ
は
海
外
経
済
の
強
さ
に
伴
う

堅
調
な
輸
出
に
よ
る
要
因
、も
う
ひ
と
つ

は
景
気
刺
激
策
と
い
う
国
内
要
因
で

す
。先
行
き
に
つい
て
は
不
透
明
な
面
が

あ
り
ま
す
が
、海
外
経
済
に
伴
う
要
因

は
引
き
続
き
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。将
来
の
判
断
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
い
ず
れ
に
し
て
も
、私
ど
も
は
、地
域

金
融
機
関
と
し
て
地
域
の
発
展
の
た
め

に
し
っ
か
り
と
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
ど
も
は「
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
サ
ー

ビ
ス
を
地
元
で
提
供
し
、
お
客
さ
ま
と

と
も
に
栄
え
る
九
州
№
１
バ
ン
ク
」
を
目

指
す
銀
行
像
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
個
人
の
お
客
さ
ま
に
と
って

最
も
身
近
で
あ
る
店
舗
内
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

ナ
ー
を
平
日
23
時
ま
で
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
時
間
延
長
取
扱
い
店
舗

を
50
か
店
か
ら
１
７
９
か
店
へ
拡
大
し
ま

し
た
。

　
貯
蓄
か
ら
投
資
への
流
れ
の
中
で
多
様

化
す
る
お
客
さ
ま
の
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
た
め
、
今
年
５
月
に
証
券

子
会
社
を
開
業
し
、
専
門
性
の
高
い
資

産
運
用
相
談
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
企
業
と
成
長
著
し
い
ア

ジ
ア
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、従
来
の「
国

際
営
業
部
」を
発
展
的
に
改
組
し
て「
国

際
部
」
を
設
置
し
、
併
せ
て
「
国
際
部
」

内
に
「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
」
を
新

設
し
ま
し
た
。「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
」

で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営
し
、
輸
出
入
取

引
や
海
外
進
出
に
限
ら
ず
、
海
外
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
幅
広
い
ご
相
談
に
お

応
え
す
る
こ
と
で
、
お
取
引
先
の
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
期
経
営
計
画
最
終
年
に
当
た
る
今

年
は
、
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
た
更
な
る
体
制
強
化
を
図
り
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
布
石
と
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
愛
顧
に
お
応
え
し
、
期
待
を
超

え
る
質
の
高
い
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
通
じ
て
、
地
域
経
済
の
発
展
に
こ
れ

ま
で
以
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
発
展
の
た
め
に
取
締
役
頭
取

久
保
田
勇
夫

経
済
環
境
に
つ
い
て

い
よ
い
よ
中
期
経
営
計
画

「
Ｎ
ｅ
ｗ
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ 

２
０
０
８
」の

最
終
年

に
め
た
つ
立
に
役
お
の
々
日

に
め
た
く
い
で
ん
歩
に
も
と
と
ま
さ
皆
の
域
地

①②⑥⑩

経
営
理
念

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を

地
元
で
提
供
し
、お
客
さ
ま
と
と
も
に
栄
え
る

九
州No.1

バ
ン
ク

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
の
発
展
の
た
め
に
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私
ど
も
が
合
併
５
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
、
株
主

の
皆
さ
ま
、
お
取
引
先
の
皆
さ
ま
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
愛

顧
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
昨
年
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
５
周
年
記
念
事
業

を
行
って
き
ま
し
た
。

　
株
主
の
皆
さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
ご
支

援
に
感
謝
し
、
昨
年
末
か
ら
今
年
３
月

ま
で
「
合
併
５
周
年
記
念
　
株
主
優
待

定
期
預
金
」
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
昨

年
12
月
に
は「
地

域
と
の
共
栄
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
行
員
と
の

合
唱
団
に
よ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

「
シ
テ
ィ
で
第
九
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
４
月
に
は
、

地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
、「
九
州
・
日
本
・
ア
ジ
ア
の
環
境

先
進
技
術
の
情
報
発
信
」
お
よ
び
「
福

岡
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
未
来
展
望
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
発
信
・
ふ
く
お
か
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
『
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
』」

を
開
催
し
ま
し
た
。

合
併
５
周
年
に
あ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な

記
念
事
業
を
展
開

目
指
す
銀
行
像
の
実
現
へ
。

目
指
す
銀
行
像
の
実
現
へ
。
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地
元
の
皆
さ
ま
に
海
外
の
最
新
情

報
を
提
供
す
る
た
め
に
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
講
師
陣
を
中
国
な
ど
か
ら
招
き
、

平
成
21
年
10
月
に
「
中
国
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
1
部
の
基
調
講

演
で
は
、
中
国
政
府
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で

あ
る
「
中
国
国
務
院
発
展
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
社
会
発
展
研
究
部
副
部
長 

林

家
彬
氏
を
招
き
「
現
下
の
中
国
経
済
事

情
と
中
長
期
的
課
題
」
と
題
し
、
著
し

い
経
済
発
展
を
遂
げ
る
中
国
の
最
新
事

情
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、

海
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
現
役
企
業
経

営
者
の
方
な
ど
が
、
海
外
進
出
に
あ
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、「
中
国
・

華
南
地
区
に
お
け
る
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
中
国
と
の
貿
易
や
投
資

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

海
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

充
実
に
よ
り
、
地
元
企
業
の

海
外
進
出
を
支
援
し
ま
す拠点

ジャカルタ

ホーチミン

バンコク

北京 東京

りそなプルダニア銀行

BNPパリバ

OCB

バンコック銀行

新韓銀行

中国銀行

日本政策金融公庫
（※国際協力銀行）

提携金融機関

本店

香港駐在員事務所

上海駐在員事務所

ソウル駐在員事務所

●りそなプルダニア銀行（インドネシア）平成 8 年提携  ●中国銀行（中国）平成 13 年提携  
●日本政策金融公庫（日本）平成 13 年提携●新韓銀行（韓国）平成 19 年提携  ●OCB（ベトナム）平成 20 年提携  
●BNP パリバ（ベトナム）平成 20 年提携  ●バンコック銀行（タイ）平成 21 年提携

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

相
談
に
迅
速
に
お
応
え
し
ま
す

「
国
際
部
」新
設

〜
国
際
業
務
を
一
元
化
〜

「
中
国
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

　
地
元
企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
企
業
の
進
出
ニ
ー
ズ

が
高
い
ア
ジ
ア
地
域
の
金
融
機
関
と
の
業

務
提
携
に
よ
る
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

充
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
提
携
先
の
海
外
現
地
金
融
機
関
を
通

じ
て
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
現
地
で

の
各
種
金
融
サ
ー
ビ
ス
や
多
様
な
情
報
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
で
の
商
談
会
に
お
い
て
も

提
携
先
銀
行
の
協
力
を
得
て
海
外
の
有

力
企
業
を
日
本
へ
招
き
、
地
元
企
業
へ
商

談
の
機
会
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
注
）ご
利
用
に
は
、事
前
の
登
録
お
申
込
み
及
び

月
額
基
本
手
数
料
２
，１
０
０
円（
消
費
税
等
込
）

等
が
必
要
で
す
。

●
セ
ミ
ナ
ー
内
容
を
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

「
N
C
B
外
為
ス
ー
パ
ー

ダ
イ
レ
ク
ト
」の
取
扱
開
始

　
地
元
企
業
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
成
長

過
程
に
い
か
に
関
わ
っ
て
行
く
か
が
重
要

な
経
営
課
題
と
な
る
な
か
、
国
際
情
勢

の
変
化
を
先
取
り
し
た
貿
易
決
済
や
為

替
リ
ス
ク
ヘッ
ジ
な
ど
、
最
先
端
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
に
提
供
で
き
る
体
制
と

す
る
た
め
に
、
平
成
22
年
5
月
に
国
際

業
務
部
門
を
再
編
し
「
国
際
部
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
」
を

新
設
し
、
貿
易
・
海
外
進
出
等
に
関
す

る
相
談
窓
口
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
を
通
じ
て
、

輸
出
入
取
引
や
海
外
進
出
に
限
ら
ず
地

元
企
業
の
海
外
へ
の
事
業
展
開
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
幅
広
い
ご

相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

　
従
来
か
ら
企
業
や
個
人
事
業
主
の
皆

さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

「
N
C
B
外
為
ダ
イ
レ
ク
ト
」
の
機
能
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
た

「
N
C
B
外
為
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
レ
ク
ト
」
の

取
り
扱
い
を
平
成
22
年
6
月
1
日
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。

　
ご
利
用
可
能
時
間
の
延
長
や
外
国
送

金
の
当
日
受
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
中
国
向
け
の
米
ド
ル
建
て
送
金
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
2
〜
4
日
掛
か
っ
て
い

た
受
付
か
ら
送
金
到
着
ま
で
の
時
間
を

大
幅
に
短
縮
し
、
最
短
で
当
日
中
の
到

着
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
最
新
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す

地
域
に
密
着
し
、世
界
へ
発
信
。

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
サ
ポ
ー
ト
。

地
域
に
密
着
し
、世
界
へ
発
信
。

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
サ
ポ
ー
ト
。

地域の発展のために
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地
元
の
皆
さ
ま
に
海
外
の
最
新
情

報
を
提
供
す
る
た
め
に
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
講
師
陣
を
中
国
な
ど
か
ら
招
き
、

平
成
21
年
10
月
に
「
中
国
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
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ま
し
た
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第
1
部
の
基
調
講
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は
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中
国
政
府
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シ
ン
ク
タ
ン
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あ
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中
国
国
務
院
発
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研
究
セ
ン

タ
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」
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経
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発
展
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最
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事
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伝
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ま
し
た
。
第
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部
で
は
、

海
外
で
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躍
さ
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て
い
る
現
役
企
業
経
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者
の
方
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ど
が
、
海
外
進
出
に
あ
た
っ

て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、「
中
国
・

華
南
地
区
に
お
け
る
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
」
と
題
し
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
中
国
と
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貿
易
や
投
資

を
検
討
さ
れ
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い
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方
々
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参
加
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れ
ま

し
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西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
、
お
客
さ
ま

の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
日
々
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
５
月
６
日
に
は
、
個
人
・

法
人
を
問
わ
ず
多
様
化
す
る
金
融
資

産
運
用
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め

『
西
日
本
シ
テ
ィ
Ｔ
Ｔ
証
券
』
を
開
業

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
個
人
、
中
小
企
業

等
の
法
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
さ

ま
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
期
待
を
超
え
る

質
の
高
い
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
て
、
お
客
さ
ま
に
一
番
近
く
、

最
も
選
ば
れ
る
銀
行
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

進
化
す
る

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
グ
ル
ー
プ

地域の発展のために

お
客
さ
ま
の

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
し
ま
す
。

≪西日本シティ銀行グループ全体像≫

最適な金融サービスの提供のために

経営課題解決ニーズをサポート

本店営業部/福岡市博多区博多駅前 3－1－1 TEL092－707－0377
天 神 支 店
北九州支店

/福岡市中央区天神 1－12－1      TEL092－761－3431
/ 北九州市小倉北区魚町 3－5－5 TEL093－482－1666

西日本シティ銀行グループにおける金融商品を拡充するとと
もに、専門性の高い資産運用相談やコンサルティングサービ
スを提供しています。

長崎銀行
当行のエリアカンパニーとして、長崎地区を中心に、西日本シティ銀行グループの持つ総合金融サービスを提供しています。

NCB リサーチ＆コンサルティング
人材育成のための研修・セミナーの開催や環境・省エネに関するコンサルティング等のサービスならびに情報を提供する
ことでお客さまのシンクタンクとして活躍しています。

九州カード
当行のオールインワンカードの発行を行うカード会社です。国内で、海外で、安全確実なカード決済サービスを提供しています。
なお、当社は消費者ローンの保証業務も行っています。

ＮＴＴデータＮＣＢ
お客さまの情報システム業務効率化、環境対策やコスト削減に向けたサービスを提供しています。

西日本信用保証…住宅ローンの保証
NCBオフィスサービス…人材派遣

NCBモーゲージサービス…不動産評価鑑定
ＮＣＢビジネスサービス…事務受託業務

九州債権回収…債権管理回収業務
ＮＣＢターンアラウンド…企業再生支援業務

西日本シティ銀行西日本シティ銀行
西日本信用保証

ＮＣＢ
オフィスサービス

ＮＣＢ
モーゲージサービス

ＮＣＢ
ビジネスサービス

NCBリサーチ＆
コンサルティング ＮＴＴデータＮＣＢ

九州債権回収
ＮＣＢ

ターンアラウンド

長崎銀行 九州カード

西日本シティ
ＴＴ証券

西日本信用保証
ＮＣＢ

オフィスサービス

ＮＣＢ
モーゲージサービス

ＮＣＢ
ビジネスサービス

NCBリサーチ＆
コンサルティング ＮＴＴデータＮＣＢ

九州債権回収
ＮＣＢ

ターンアラウンド

長崎銀行 九州カード

西日本シティ
ＴＴ証券

西日本シティＴＴ証券

お客さまに多様で高度なサービスを提供するために西日本シティ銀行グループを支える企業群

九州の元気を応援します

「志、情熱企業」～中小企業応援テレビ番組～

当行ホームページ（http://www.ncbank.co.jp）でも番組内容をご覧いただけます。

　地元企業の中で、技術力やノウハウ等を持つ特徴ある企業を紹介するテレビ番組を毎週土曜日に放映中です。
　当番組で紹介した企業は100社を超えました。
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コンサルティング ＮＴＴデータＮＣＢ

九州債権回収
ＮＣＢ

ターンアラウンド

長崎銀行 九州カード

西日本シティ
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西日本信用保証
ＮＣＢ

オフィスサービス
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お客さまに多様で高度なサービスを提供するために西日本シティ銀行グループを支える企業群

九州の元気を応援します

「志、情熱企業」～中小企業応援テレビ番組～

当行ホームページ（http://www.ncbank.co.jp）でも番組内容をご覧いただけます。

　地元企業の中で、技術力やノウハウ等を持つ特徴ある企業を紹介するテレビ番組を毎週土曜日に放映中です。
　当番組で紹介した企業は100社を超えました。
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　「
土
・
日
に
ゆっ
く
り
ロ
ー
ン
の
相
談
が
で
き
た
ら
いい
な
。」

　
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
お
客
さ
ま
が
気
軽
に
ロ
ー
ン
に

つい
て
ご
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
土
・
日
曜
日
の
相
談
窓

口
を
福
岡
県
下
27
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ご
自
宅
の
新
築
・
ご
購
入
、
既
存
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
お
借
換

え
な
ど
の
住
宅
に
関
す
る
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
、
お
車
の
ご
購
入

や
お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
に
関
す
る
ロ
ー
ン
な
ど
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
土
・
日
曜
日
は
お
近
く
の
「
ロ
ー
ン
営
業
室
」「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
いつ

で
も
プ
ラ
ザ
」
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　「
5
年
後
、
10
年
後
、
20
年
後
に
自

分
が
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
る
か
。」

「
何
歳
ま
で
に
何
を
し
て
い
た
い
、
ど
う

なって
い
た
い
。」
と
い
う
将
来
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
描
い
て
み
る
だ
け
で
も
夢
に
手

が
届
き
そ
う
な
気
分
に
な
り
楽
し
い
も

の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
お
客
さ
ま
の
将
来
の
夢

や
希
望
の
実
現
に
向
け
て
の
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
お
金

が
必
要
か
な
ど
を
話
し
な
が
ら
、
お
客

さ
ま
ひ
と
り
ひ
と
り
のニ
ー
ズ
に
適
し
た

ご
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
で
は
、
各
店
に
マ
ネ
ー
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
そ
の
他
に
も
チ
ー
フ
・
マ

ネ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

バ
ン
カ
ー
な
ど
の
資
産
運
用
相
談
専
門

の
ス
タッフ
を
配
置
し
、
お
客
さ
ま
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
実
現
への
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

お
客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

実
現
の
お
手
伝
い

土
曜
日
、
日
曜
日
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
！

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ア
ル
フ
ァ
天
神
」

週
末
も
ロ
ー
ン
の
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い

「
ロ
ー
ン
営
業
室
・
Ｎ
Ｃ
Ｂ
い
つ
で
も
プ
ラ
ザ
」

　「
平
日
は
忙
し
く
て
な
か
な
か
銀
行
に
相
談
に
行

け
な
い
」
と
い
う
お
客
さ
ま
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ア
ル
フ
ァ
天
神
」
は
福
岡
市
の

中
心
「
天
神
」
に
あ
る
資
産
運
用
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ザ
で
、
平
日
は
19
時
ま
で
、
土
・
日
・

祝
日
は
17
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
資
産
運
用
相
談
専
門
の
ス
タ
ッフ
が
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
相
談
ブ
ー
ス
で
、
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を

お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
客
さ
ま
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
ご
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
さ
ま
向
け
の
無
料
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ

て
い
ま
す
。
暮
ら
し
に
役
立
つ
身
近
な
話
題
か
ら

現
在
の
経
済
環
境
ま
で
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

福
岡
市
中
央
区
天
神
2
ー
5
ー
28
　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
大
名
支
店
ビ
ル
４
階

平
日
９
時
〜
19
時
、土
日
祝
日
10
時
〜
17
時

（
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
及
び
５
月
３
日
〜
５
日
を
除
き
ま
す
。）

日々のお役に立つために

（
注
）営
業
時
間
、営
業
日
に
つ
い
て
は
、下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

金融円滑化への取組み

金
融
円
滑
化
相
談
窓
口

　
当
行
は
経
営
理
念
に
「
お
客
さ

ま
に一番
近
い
銀
行
と
し
て
、
地
域

に
貢
献
し
、
積
極
的
に
社
会
的
責

任
を
果
た
す
こ
と
で
広
く
信
頼
さ

れ
る
銀
行
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
従
来
よ

り
地
域
金
融
の
円
滑
化
に
積
極
的

に
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
平
成
21
年
12
月
に
「
中

小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に

関
す
る
法
律
（
中
小
企
業
金
融
円

滑
化
法
）
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
お
客
さ
ま
の
ご
相
談
、
ご

要
望
に
、
よ
り
迅
速
か
つ
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
に
体
制

を
強
化
し
ま
し
た
。

　
最
寄
り
の
窓
口
で
お
気
軽
に
ご

相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
す
べ
て
の

営
業
店
の
ご
融
資
窓
口
及
び
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
ロ
ー
ン
営
業

室
等
に
お
い
て
ご
相
談
・
お
申
込
み

を
承
って
お
り
ま
す
。

川野 絵美
NCBアルファ天神

藤本 勝也営業推進部 プライベートバンカー 齊藤 真紀営業推進部 チーフ・マネー・アドバイザー

石橋 由美子雑餉隈支店 マネー・アドバイザー 市川 智也福間支店 マネー・アドバイザー
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反
社
会
的
勢
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
当
行
は
、市
民
社
会
の
秩
序
や
安
全
に
脅
威
を

与
え
る
反
社
会
的
勢
力
と
の
関
係
遮
断
に
向
け

た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。政
府
が
策
定
し
た

「
企
業
が
反
社
会
的
勢
力
に
よ
る
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
指
針
」（
平
成
19
年
6
月
19
日
犯
罪

対
策
閣
僚
会
議
幹
事
会
申
合
せ
）等
を
踏
ま
え

て
、融
資
取
引
の
約
定
書
や
普
通
預
金
規
定
等
の

各
種
規
定
を
改
定
し
、暴
力
団
等
の
反
社
会
的

勢
力
を
排
除
す
る
条
項（「
暴
力
団
排
除
条
項
」）

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

金
融
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
銀
行
員
や
警
察
官
を
装
い「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
偽
造
さ
れ
て
い
る
。」「
あ
な
た
の
口
座
が
犯
罪

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。」な
ど
と
お
客
さ
ま
の
不
安

を
煽
っ
て
、言
葉
巧
み
に
暗
証
番
号
を
聞
き
出

し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
っ
て
出
金
す
る

犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
行
員
や
警
察
官
が
、電
話
や
店
舗
外
で
暗

証
番
号
を
お
尋
ね
し
た
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

お
預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、外
部
か
ら
の
照
会
に
対
し
て
暗
証

番
号
を
回
答
し
た
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
す

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
キ
ャッ
シュカ
ー
ド･

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド･

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
」
の
３
つ
の
機
能
が
１
枚
に
収

ま
っ
た｢

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
」。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
入
出
金
に
加
え
、
お
買
い
物

に
も
ご
利
用
で
き
、
急
な
出
費
も
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
で
バッ
ク
ア
ッ
プ
。

　
さ
ら
に
、
当
行
の
キ
ャッ
シュカ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
は
、

店
頭
に
お
け
る
「
印
鑑
無
し
」
で
の
お
申

込
み
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、｢

Ｎ
Ｃ
Ｂ
ス
タ
ー
ト
パッ
ク｣

で
お
申

込
み
い
た
だ
く
と
、｢

Ｎ
Ｃ
Ｂ
ダ
イ
レ
ク
ト（
テ

レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
）｣

の
お
申
込

み
も
、一度
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
契
約
後
、
カ
ー
ド
作
成
月
か
ら
１
年

間
は
、
当
行
・
ロ
ー
ソ
ン
・
九
州
内
の

am
/pm

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
ご
利
用
手
数
料
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
年
会
費
が
無
料
で
す
。

　
お
客
さ
ま
の
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
に
、専

門
ス
タ
ッ
フ
が「
ふ
や
す
・つ
か
う
・の
こ
す
」

方
法
を
総
合
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　「
充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
過
ご

し
た
い･･･

」「
愛
す
る
家
族
に
円
満
・
確

実
に
遺
し
た
い･･･

」

　
お
客
さ
ま
の
お
金
に
関
す
る
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
適
し
た
ご
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
し
ま
す
。

　「
定
期
預
金
」を
は
じ
め
、「
投
資
信

託
」「
個
人
年
金
保
険
」「
終
身
保
険
」な

ど
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
揃
え
て
お

り
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
資
産
形
成
の
お
手
伝

い
を
い
た
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

0120-797-919
【受付時間】月～金曜日 9：00 ～ 17：00（銀行休業日は除きます）

平
日
23
時
ま
で
ご
利
用
可
能
な

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
増
や
し
ま
し
た

マ
ネ
ー
の
ご
相
談
な
ら

お
任
せ･･･

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
資
産
運
用
」

お
申
込
方
法
も

と
っ
て
も
便
利
に･･･

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
」

　
急
な
出
費
が
必
要
な
と
き
に
お
役
立
て
い

た
だ
け
る
カ
ー
ド
ロ
ー
ン「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
キ
ャッ
シ
ュ

エ
ー
ス
」、お
借
入
金
を一本
化
し
て
、月
々
の
ご

返
済
額
を
軽
減
す
る
ロ
ー
ン「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
お
ま
と

め
ロ
ー
ン
」。

　
こ
の
た
び
、お
近
く
の
当
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
ロ
ー
ン

の
お
申
込
み
が
簡
単
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
キ
ャッシュエ
ー
ス
」な
ら
、郵

送
で
も
ご
契
約
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、専
業

主
婦
や
パ
ー
ト・ア
ルバ
イ
ト
の
方
も
お
申
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

　
平
成
22
年
６
月
の
改
正
貸
金
業
法
の
完
全

施
行
に
伴
う
お
客
さ
ま
の
お
借
換
え
ニ
ー
ズ

に
、地
元
の
金
融
機
関
と
し
て
積
極
的
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
申
込
受
付
が
ス
タ
ー
ト

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
エ
ー
ス
」

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
お
ま
と
め
ロ
ー
ン
」

「金融犯罪被害に関する相談窓口」

　
平
成
21
年
12
月
よ
り
、平
日
23
時
ま
で
ご

利
用
い
た
だ
け
る
店
舗
内
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

を
50
か
店
か
ら
１
７
９
か
店
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、併
せ
て
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
ニ
ー
ズ

が
高
い
、日
祝
日
の
早
朝
、及
び
夜
間
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
ご
利
用
時
間
帯
を
見
直
し
、朝
８
時
か
ら

夜
21
時
ま
で
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
１
７
９
か
店
の
店
舗
内
Ａ
Ｔ

Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
、平
日
は
23
時
ま
で
、土
日
祝

日
は
21
時
ま
で
の「
お
引
き
出
し・お
振
り
込

み（
振
り
込
み
予
約
）」が
、ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
電
話
で
資
産
運
用
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
。」「
ロ
ー
ン
の
相
談
は
し
た
い
け

ど
店
頭
ま
で
行
く
時
間
が
な
く
て…

。」

そ
ん
な
お
客
さ
ま
に
気
軽
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
り
ま

す
。預
金
商
品
な
ど
の
資
産
運
用
に
つ
い

て
お
問
い
合
わ
せ
が
出
来
る「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ナ

イ
ス
コ
ー
ル
」、そ
し
て
、ロ
ー
ン
商
品
の
ご

相
談
や
お
申
込
み
が
で
き
る「
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
デ
ス
ク
」で
す
。

　
ま
た
、ロ
ー
ン
に
関
し
て
は
、パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
画
面
で
い
つ
で
も
便
利
に

各
種
ロ
ー
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ご
相

談
、仮
審
査
の
お
申
込
み
な
ど
が
で
き

る
ロ
ー
ン
専
用
サ
イ
ト「
ナ
イ
ス
ク
イ
ッ

ク
・
ｊ
ｐ
」も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ローン専用サイト

ローンコールデスク

【受付時間】  月～金曜日 9:00 ～ 20:00

0120-714-919
ナイス クイック

（銀行休業日は除きます）

NCBナイスコール

0120-714-506
ナイス コール

カ
ン
タ
ン
、
ラ
ク
ラ
ク

ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ダ
イ
レ
ク
ト
」

ご
来
店
不
要
で

お
問
合
せ
や
ロ
ー
ン
申
込
が

で
き
る
窓
口
が
あ
り
ま
す

　「
振
り
込
み
を
し
た
い
け
ど
、今
日
は
窓
口

に
行
く
時
間
が
な
い･･･

。」

　
そ
ん
な
時
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
の
が
個
人

の
お
客
さ
ま
向
け
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ダ
イ
レ
ク
ト
」。

　
来
店
不
要
で
お
振
り
込
み
や
預
金
の
お
振

り
替
え
、定
期
預
金
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

る「
テ
レ
フ
ォン
バ
ン
キ
ン
グ
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
」「
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
」が
あ
り

ま
す
。

　
な
か
で
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な

ら
、取
引
明
細
の
ご
確
認
や
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
ピ
ン

グ
の
決
済
、ご
住
所
の
変
更
が「
カ
ン
タ
ン
操

作
」で
とって
も
便
利
で
す
。さ
ら
に
、当
行
本

支
店
間
の
お
振
り
込
み
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
金

利
変
更
・
繰
上
返
済
も
手
数
料
無
料
で
、とっ

て
も
お
得
で
す
。

安心に向けて取組んでいます（金融犯罪対策）

（
注
）
銀
行
及
び
保
証
会

社
所
定
の
審
査
の
結
果
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
カ
ー
ド

の
年
会
費
は
通
常
１,
３

１
２
円
（
消
費
税
等
込
）

で
す
。

（
注
）
ご
利
用
に
は
事
前
の
登
録
お
申
込
み
が
必
要
で
す
。

預金商品については

ローン商品については

（
注
）
設
置
場
所
に
よ
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ご
利
用
時
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日々のお役に立つために 日々のお役に立つために
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反
社
会
的
勢
力
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
当
行
は
、市
民
社
会
の
秩
序
や
安
全
に
脅
威
を

与
え
る
反
社
会
的
勢
力
と
の
関
係
遮
断
に
向
け

た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。政
府
が
策
定
し
た

「
企
業
が
反
社
会
的
勢
力
に
よ
る
被
害
を
防
止

す
る
た
め
の
指
針
」（
平
成
19
年
6
月
19
日
犯
罪

対
策
閣
僚
会
議
幹
事
会
申
合
せ
）等
を
踏
ま
え

て
、融
資
取
引
の
約
定
書
や
普
通
預
金
規
定
等
の

各
種
規
定
を
改
定
し
、暴
力
団
等
の
反
社
会
的

勢
力
を
排
除
す
る
条
項（「
暴
力
団
排
除
条
項
」）

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

金
融
犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
銀
行
員
や
警
察
官
を
装
い「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
偽
造
さ
れ
て
い
る
。」「
あ
な
た
の
口
座
が
犯
罪

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。」な
ど
と
お
客
さ
ま
の
不
安

を
煽
っ
て
、言
葉
巧
み
に
暗
証
番
号
を
聞
き
出

し
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
っ
て
出
金
す
る

犯
罪
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
行
員
や
警
察
官
が
、電
話
や
店
舗
外
で
暗

証
番
号
を
お
尋
ね
し
た
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

お
預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、外
部
か
ら
の
照
会
に
対
し
て
暗
証

番
号
を
回
答
し
た
り
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
す

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　「
キ
ャッ
シュカ
ー
ド･

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド･

ロ
ー
ン
カ
ー
ド
」
の
３
つ
の
機
能
が
１
枚
に
収

ま
っ
た｢

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
」。

　
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
入
出
金
に
加
え
、
お
買
い
物

に
も
ご
利
用
で
き
、
急
な
出
費
も
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
で
バッ
ク
ア
ッ
プ
。

　
さ
ら
に
、
当
行
の
キ
ャッ
シュカ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
は
、

店
頭
に
お
け
る
「
印
鑑
無
し
」
で
の
お
申

込
み
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、｢

Ｎ
Ｃ
Ｂ
ス
タ
ー
ト
パッ
ク｣

で
お
申

込
み
い
た
だ
く
と
、｢

Ｎ
Ｃ
Ｂ
ダ
イ
レ
ク
ト（
テ

レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
）｣

の
お
申
込

み
も
、一度
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ご
契
約
後
、
カ
ー
ド
作
成
月
か
ら
１
年

間
は
、
当
行
・
ロ
ー
ソ
ン
・
九
州
内
の

am
/pm

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
ご
利
用
手
数
料
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
年
会
費
が
無
料
で
す
。

　
お
客
さ
ま
の
資
産
運
用
ニ
ー
ズ
に
、専

門
ス
タ
ッ
フ
が「
ふ
や
す
・つ
か
う
・の
こ
す
」

方
法
を
総
合
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　「
充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
過
ご

し
た
い･･･

」「
愛
す
る
家
族
に
円
満
・
確

実
に
遺
し
た
い･･･

」

　
お
客
さ
ま
の
お
金
に
関
す
る
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
適
し
た
ご
提
案
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
し
ま
す
。

　「
定
期
預
金
」を
は
じ
め
、「
投
資
信

託
」「
個
人
年
金
保
険
」「
終
身
保
険
」な

ど
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
揃
え
て
お

り
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
資
産
形
成
の
お
手
伝

い
を
い
た
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

0120-797-919
【受付時間】月～金曜日 9：00 ～ 17：00（銀行休業日は除きます）

平
日
23
時
ま
で
ご
利
用
可
能
な

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
増
や
し
ま
し
た

マ
ネ
ー
の
ご
相
談
な
ら

お
任
せ･･･

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
資
産
運
用
」

お
申
込
方
法
も

と
っ
て
も
便
利
に･･･

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
」

　
急
な
出
費
が
必
要
な
と
き
に
お
役
立
て
い

た
だ
け
る
カ
ー
ド
ロ
ー
ン「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
キ
ャッ
シ
ュ

エ
ー
ス
」、お
借
入
金
を一本
化
し
て
、月
々
の
ご

返
済
額
を
軽
減
す
る
ロ
ー
ン「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
お
ま
と

め
ロ
ー
ン
」。

　
こ
の
た
び
、お
近
く
の
当
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
ロ
ー
ン

の
お
申
込
み
が
簡
単
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
キ
ャッシュエ
ー
ス
」な
ら
、郵

送
で
も
ご
契
約
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、専
業

主
婦
や
パ
ー
ト・ア
ルバ
イ
ト
の
方
も
お
申
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

　
平
成
22
年
６
月
の
改
正
貸
金
業
法
の
完
全

施
行
に
伴
う
お
客
さ
ま
の
お
借
換
え
ニ
ー
ズ

に
、地
元
の
金
融
機
関
と
し
て
積
極
的
に
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
申
込
受
付
が
ス
タ
ー
ト

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
エ
ー
ス
」

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
お
ま
と
め
ロ
ー
ン
」

「金融犯罪被害に関する相談窓口」

　
平
成
21
年
12
月
よ
り
、平
日
23
時
ま
で
ご

利
用
い
た
だ
け
る
店
舗
内
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

を
50
か
店
か
ら
１
７
９
か
店
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、併
せ
て
お
客
さ
ま
の
ご
利
用
ニ
ー
ズ

が
高
い
、日
祝
日
の
早
朝
、及
び
夜
間
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
ご
利
用
時
間
帯
を
見
直
し
、朝
８
時
か
ら

夜
21
時
ま
で
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
１
７
９
か
店
の
店
舗
内
Ａ
Ｔ

Ｍ
コ
ー
ナ
ー
で
、平
日
は
23
時
ま
で
、土
日
祝

日
は
21
時
ま
で
の「
お
引
き
出
し・お
振
り
込

み（
振
り
込
み
予
約
）」が
、ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
電
話
で
資
産
運
用
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
。」「
ロ
ー
ン
の
相
談
は
し
た
い
け

ど
店
頭
ま
で
行
く
時
間
が
な
く
て…

。」

そ
ん
な
お
客
さ
ま
に
気
軽
に
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
り
ま

す
。預
金
商
品
な
ど
の
資
産
運
用
に
つ
い

て
お
問
い
合
わ
せ
が
出
来
る「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ナ

イ
ス
コ
ー
ル
」、そ
し
て
、ロ
ー
ン
商
品
の
ご

相
談
や
お
申
込
み
が
で
き
る「
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
デ
ス
ク
」で
す
。

　
ま
た
、ロ
ー
ン
に
関
し
て
は
、パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
画
面
で
い
つ
で
も
便
利
に

各
種
ロ
ー
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ご
相

談
、仮
審
査
の
お
申
込
み
な
ど
が
で
き

る
ロ
ー
ン
専
用
サ
イ
ト「
ナ
イ
ス
ク
イ
ッ

ク
・
ｊ
ｐ
」も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ローン専用サイト

ローンコールデスク

【受付時間】  月～金曜日 9:00 ～ 20:00

0120-714-919
ナイス クイック

（銀行休業日は除きます）

NCBナイスコール
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タ
ン
、
ラ
ク
ラ
ク

ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
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グ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ダ
イ
レ
ク
ト
」
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ク
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ク
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。
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２
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Ｔ
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地域の皆さまとともに歩んでいくために

　
環
境
分
野
に
お
い
て
先
進
的
な
技
術
や
商
品
を
展
開
す
る
企
業
、
大

学
、
行
政
・
研
究
機
関
約
1
0
0
先
が
出
展
し
ま
し
た
。
日
本
の
み
な

ら
ず
、
中
国
、
台
湾
の
企
業
も
出
展
し
、
最
先
端
の
情
報
を
発
信
し
ま

し
た
。

　
展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
2
日
間
で
約
5,
0
0
0
件
の
商
談
が
行
わ
れ
、

出
展
者
・
来
場
者
の
皆
さ
ま
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
環
境
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
直
流
化
時
代
の
到
来
！！
〜
省
エ
ネ

か
ら
創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
・
配
エ
ネ
へ
〜
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
、

「
台
湾
電
動
車
産
業
、機
会
と
挑
戦
」と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
、

ま
た
、
経
営
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
脱
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
戦
略
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

合
計
で
5
5
0
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
さ
れ
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

「〝
環
境
〞や〝
経
営
〞を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
」

　
N
C
B
ビ
ジ
ネ
ス
フェア
の
総
来
場
者
数
は
、2
日
間
で
約

6,
3
0
0
名
に
の
ぼ
り
、盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
す
金
融
機
関
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
す
る
た
め
に
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

基
調
講
演
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　「
地
域
と
の
共
栄
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
合
併
5
周
年
記
念
事

業
の一
環
と
し
て
、「
発
信
・
ふ
く
お
か
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
『
N
C
B
ビ
ジ
ネ

ス
フェア
』」
を
4
月
27
日
・
28
日
、福
岡
国
際
会
議
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　「
九
州
・日
本
・ア
ジ
ア
の
環
境
先
進
技
術
の
情
報
発
信
」
お
よ
び
「
福

岡
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
未
来
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
社
会
の
活
性
化

を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

合
併
5
周
年
記
念
事
業

10

N
C
B
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

〜
発
信・
ふ
く
お
か
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〜

市
民
と
行
員
に
よ
る
合
唱
で
、
地
域
に
活
力
を

「
環
境
先
進
技
術
の
展
示
会
・
商
談
会
」コーディネーター /多田　昭重氏（西日本新聞社代表取締役会長）

石瀧　豊美氏（福岡地方史研究会会長）
神崎　公一郎氏（プロジェクト福岡代表）
重渕　雅敏氏（北九州商工会議所会頭）
細川　白峰氏（聖福寺老大師）
味酒　安則氏（太宰府天満宮文化研究所主管）

コーディネーター /神田　紅氏（講談師）

青木　麗子氏（福岡県留学生サポートセンター長）
都築　仁子氏（都築学園グループ学園総長）
西川　ともゑ氏（博多ごりょんさん・女性の会会長）
深町　宏子氏（北九州商工会議所女性会会長）
松岡　恭子氏（建築家）
マルゴ・キャリントン氏（在福岡アメリカ領事館首席領事）

　
合
併
５
周
年
を
迎
え
る
当
行
の
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を

表
す
と
と
も
に
「
地
域
と
の
共
栄
」
を
表
す
イ
ベン
ト
と
し

て
、
平
成
21
年
12
月
、
日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
交
響
曲

第
九
番
「
第
九
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
市
民
の
皆
さ
ま
・
行

員
で
結
成
し
た
合
唱
団
と
地
元
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏

で
開
催
し
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
披
露
し
ま
し
た
。

「
シ
テ
ィ
で
第
九
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　「
福
岡
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
未
来
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
イ
ベン
ト
で
は
、「
発
信
・ふ
く
お
か
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

と
題
し
た
基
調
講
演
（
講
師
：
当
行
頭
取
　
久
保
田
勇
夫
）

に
続
き
、
各
分
野
の
第
一人
者
が
福
岡
の
持
つ
歴
史
的
背
景
・

特
色
・
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
等
を
披
露
し
、
福
岡
の
未
来
を

展
望
す
る
「
福
岡
の
歴
史
と
未
来
を
語
る
」
や
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
が
福
岡
の
未
来
を
熱
く
語
る

「
流
れ
を
変
え
る
福
岡
の
女
性
た
ち
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
を
2
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。
2
日
間

で
約
1,
6
5
0
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
福
岡
の
未
来
展

望
に
つい
て
と
も
に
考
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。パネリスト

パネリスト
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九
州
・
山
口
地
域
に
お
い
て
産
業
の
開

発
、
経
済
の
発
展
に
特
に
寄
与
し
て
い
る

中
堅
・
中
小
企
業
で
、
経
営
面
・
技
術

面
に
優
れ
た
業
績
を
有
す
る
経
営
者
の

方
々
を
毎
年
表
彰
し
、「
経
営
者
賞
」
を

授
与
し
て
い
ま
す
。
昭
和
47
年
の
財
団

創
設
以
来
、
表
彰
は
37
回
を
数
え
、
受

賞
者
は
１
４
２
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
が
経
営
す
る
企
業
の
う
ち
、

上
場
ま
た
は
店
頭
公
開
を
果
た
さ
れ
た

企
業
も
多
数
あ
り
ま
す
。

地
域
の
優
れ
た
経
営
者
を
表
彰

【
財
団
法
人 

九
州
・
山
口
地
域

経
済
貢
献
者
顕
彰
財
団
】

　
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
国
際
交
流
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
相
互
理
解
の

促
進
、
国
際
的
人
材
の
育
成
、
及
び
地

域
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
事
業
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
九
州
・
山
口
・
沖
縄
地
域
を

対
象
に
、
ア
ジ
ア
と
の
国
際
交
流
に
貢
献

し
た
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
「
ア
ジ
ア

貢
献
賞
」、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
国
際
交

流
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
等
を
表
彰
す

る
「
ア
ジ
ア
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
大
賞
」
を
設
け
て
、

地
域
で
草
の
根
活
動
を
通
し
て
活
躍
し
て

い
る
方
々
の
国
際
交
流
事
業
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

ア
ジ
ア
と
の

国
際
交
流
の
お
手
伝
い

【
財
団
法
人 

西
日
本
国
際
財
団
】

子
ど
も
た
ち
の
希
望
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
お
手
伝
い

【
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会 

九
州
本
部
】

　
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
25
年
間
続
く
、「
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」。
本
店
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
で
毎
月
１
回
開
催
し
、
平
成
22

年
12
月
で
３
０
０
回
を
迎
え
ま
す
。

　
ま
た
、
福
岡
市
内
小
学
校
で
本
物
の
ク

ラ
シッ
ク
音
楽
演
奏
や
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
す
る
「
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ブ
」
は
、

子
ど
も
た
ち
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
主
催
す
る
福
岡
文
化
財
団
は
、
美
術
、

音
楽
、
演
劇
等
芸
術
を
通
し
て
、
文
化
の

向
上
を
図
り
、
よ
り
豊
か
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

毎
月
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す

【
財
団
法
人 

福
岡
文
化
財
団
】

　
世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
平
和
で
健
康
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
活
動
し
て
い
る
日
本
ユニ

セ
フ
協
会
の
九
州
本
部
の
創
立
以
来
、
当
行

が
事
務
局
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
は
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お

り
、
合
併
５
周
年
事
業
の一環
と
し
て
「
ユニ

セ
フ
外
国
コ
イ
ン
募
金
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」
を
平

成
22
年
３
月
末
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
ユニ

セ
フ
の
取
組
み
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
知
って
い

た
だ
き
、
ま
た
、
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
く

こ
と
で
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
社
会
貢
献

に
取
組
み
た
い
と
願
い
、
当
行
全
店
な
ら
び

に
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
福
岡
市
内
の
主

要
ホ
テ
ル
等
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
募
金

活
動
の
お
知
ら
せ
や
募
金
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

＊
次
頁
「
コ
タ
エ
が
あ
る
」
編
は
ブ
ル
ー
の
表
紙
側
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い

地域の皆さまとともに歩んでいくために 地域の皆さまとともに歩んでいくために

　
平
成
21
年
12
月
、「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」
九
州
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
社
会
の
構
造
変
化
に
伴
い
、
金
融
経
済
環
境
に

お
い
て
も
自
己
責
任
が
問
わ
れ
る
中
、
若
者
へ
の
金
融

経
済
教
育
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会

に
出
る
直
前
の
高
校
生
に
本
大
会
を
通
じ
て
金
融
経
済

を
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
３
年
前
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
本
番
で
は
九
州
各
地
か
ら
参
加
し
た
多
数
の
高

校
生
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
を
通
じ
て〝
お
金
〞に
関
す
る

知
識
を
高
め
て
も
ら
う

「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」九
州
大
会
開
催

　
時
々
刻
々
と
社
会
が
変
化
す
る
中
、
経
済
・
金
融
に

つ
い
て
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
す
る
機
会
と
し

て
、
昨
年
に
引
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
を
お
招
き
し
、

新
春
経
済
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
平
成
22
年
１

月
）

　
今
回
は
、「
2
0
1
0
年
経
済
・
金
融
の
見
通
し
〜

世
界
、
日
本
、
そ
し
て
九
州
〜
」
と
題
し
、
最
新
の
経

済
金
融
情
報
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
機

会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

最
新
の
経
済
金
融
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

〜
新
春
経
済
講
演
会
〜

　
地
元
の
歴
史
や
文
化
を
地
域
に
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
２

種
類
の
広
報
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。「
九
州
流
」
は
、

地
域
の
文
化
を
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
見
直
す〝
ふ
る
さ
と

発
見
誌
〞と
し
て
、
平
成
21
年
に
創
刊
し
ま
し
た
。「
博

多
に
強
く
な
ろ
う
・
北
九
州
に
強
く
な
ろ
う
」
は
地
元

の
様
々
な
歴
史
や
文
化
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
刊

行
物
と
し
て
、
昭
和
54
年
か
ら
発
行
し
、
現
在
94
号
に

至
り
ま
し
た
。

地
元
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
す

「
九
州
流
」

「
博
多
に
強
く
な
ろ
う
・
北
九
州
に
強
く
な
ろ
う
」
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経
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技
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績
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財
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。
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献
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献
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献
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当
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は
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活
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と
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「
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１
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今
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2
0
1
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経
済
・
金
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の
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通
し
〜

世
界
、
日
本
、
そ
し
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と
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し
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地
元
の
歴
史
や
文
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を
地
域
に
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
２

種
類
の
広
報
誌
を
発
行
し
て
い
ま
す
。「
九
州
流
」
は
、

地
域
の
文
化
を
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
見
直
す〝
ふ
る
さ
と

発
見
誌
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て
、
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成
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に
創
刊
し
ま
し
た
。「
博

多
に
強
く
な
ろ
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・
北
九
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に
強
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な
ろ
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」
は
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元
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様
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な
歴
史
や
文
化
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
刊

行
物
と
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て
、
昭
和
54
年
か
ら
発
行
し
、
現
在
94
号
に

至
り
ま
し
た
。

地
元
の
歴
史
や
文
化
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紹
介
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ま
す

「
九
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多
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平成22年3月期 業績ハイライト平成22年3月期 業績ハイライト

損益の状況（単体）

●コア業務純益

自己資本比率の状況 差し引いたもので、銀行本来業務の収益力を表す指標として一般的に用いられて
預貸金業務などによる 資金利益 や投資信託等の販売手数料などの 役務取引等利益 などを含む 業務粗利益 から 経費 を

います。

コア業務純益 業務粗利益（除く国債等債券損益） 経　　費＝ ー

●経常利益 ●当期純利益

コア業務純益

不良債権の状況（※分割子会社合算ベース）

●自己資本比率・TierⅠ比率

［単体］

自己 資 本 比 率 ＝
自己資本（資本金など）
リスク度合を考慮した資産

自己資本比率

うちTier Ⅰ 比率

自己資本比率

うちTier Ⅰ 比率

※分割子会社合算ベース＝銀行単体＋NCBターンアラウンド株式会社

銀行の健全性を示す指標のひとつです。
国内基準で4％以上を維持することが求められています。

自己資本比率

自己資本のうち資本金・資本剰余金・利益剰余金などの基本的項目をもとに算出される自己資本比率です。
TierⅠ比率

（億円）

21年3月期 22年3月期 21年3月期 22年3月期 21年3月期 22年3月期

（％）

490 470

4（国内基準）

328

103

203

86

●不良債権比率

［連結］

（％）

21年3月末 21年9月末 22年3月末 21年3月末 21年9月末 22年3月末

金融再生法開示債権比率

（億円）

21年3月末 21年9月末 22年3月末

（％）
3.39 3.583.29

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 危険債権 要管理債権

用語説明

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産・会社更生・再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権

危険債権
債務者が、経営破綻の状態には至っていないものの、財政状態・経営成績が悪化し、契約通りの返済を受けることができなくなる
可能性の高い債権

要管理債権
3か月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権

用語説明 ～金融再生法による開示債権の定義～
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6.97

国債等債券損益の改善によりその他業務利益が増加しましたが、貸出金や有価証券等の運用利回りの
低下による資金利益の減少を主因に平成22年3月期のコア業務純益は470億円となりました。
また、株式関係損益の改善や信用コストの減少等を主因に経常利益は328億円、当期純利益は203億
円となりました。

平成22年3月末の自己資本比率は、単体で10.40％、連結で10.42％となりました。また、中核的自
己資本であるTier　比率は、単体で6.95％、連結で6.97％となりました。今後も資本の充実を図り、
自己資本比率の向上に努めてまいります。

平成22年3月末の金融再生法に基づく開示債権の残高は、資産の自己査定基準に基づき、償却・引当
を実施した結果、平成21年3月末比168億円増加し1,794億円となり、開示債権比率は3.58％となり
ました。
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株式の状況平成22年3月期 業績ハイライト

株式の状況

大株主（普通株式）

発行可能株式総数

株式のご案内
１．事 業 年 度
２．定時株主総会
３．配当金の
　　お支払いについて

４．基　 準　 日
５．公 告 方 法

６．株主名簿管理人
特別口座の
　口座管理機関

1,800,000,000株 内普通株式
内優先株式

1,500,000,000株
300,000,000株

平成22年3月31日の発行済株式の総数

平成22年3月31日の株主数

831,732,552株
内普通株式
内第一回優先株式

普通株式
第一回優先株式

796,732,552株
35,000,000株

22,784名
1名

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9）

日本生命保険相互会社

富士火災海上保険株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

株式会社みずほコーポレート銀行

株式会社りそな銀行

明治安田生命保険相互会社

株 式 会 社 整 理 回 収 機 構

（平成22年3月31日現在）

（平成22年3月31日現在）

（注）1.所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。     2.持株比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。

株主名 所有株式数（千株）

81,935

48,485

37,891

20,477

18,746

14,519

14,099

13,507

11,000

10,945

持株比率（％）

10.28

6.08

4.75

2.57

2.35

1.82

1.76

1.69

1.38

1.37

大株主（第一回優先株式）
株主名 所有株式数（千株）

35,000

持株比率（％）

100.00

毎年4月1日から翌年3月31日までの1年といたします。
6月に開催いたします。
期末配当金
3月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対してお支払いいたします。
中間配当金
取締役会の決議によって中間配当を行う場合は、9月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対してお支払いいたします。

配当金のお受取りには、当行の預金口座への振込をご利用いただきますと、速くて便利です。

定時株主総会については3月31日といたします。その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。
電子公告による公告とし、当行ホームページ（http://www.ncbank.co.jp）に掲載いたします。ただし、事故その他やむを得
ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、西日本新聞と日本経済新聞に掲載いたします。

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号　日本証券代行株式会社

（1）事務取扱場所　

（2）お問合せ先

福岡市中央区天神二丁目14番2号　日本証券代行株式会社 福岡支店
電話 : 福岡（092）741-0284

〒137-8650
東京都江東区塩浜二丁目8番18号　日本証券代行株式会社 代理人部

平成22年3月末の総貸出金のうち、九州域内での貸出金の比率が92.0％、また、中小企業  及び個人への貸出

金の比率が80.3％と九州の特に中小企業・個人のお客さまを中心とした様々な資金ニーズにお応えしております。

平成22年3月末の譲渡性預金を含む預金残高のうち、九州域内での預金の比率が96.0％、預り資産（投資信託・

個人年金保険）のうち九州域内での預り資産の比率が98.2％となっており、九州地域の皆さまから多くのご資産

をお預りするとともに、皆さまの多様なニーズにお応えするため、商品・サービスの充実を図っております。

※中小企業…資本金3億円（但し、卸売業は1億円、小売業、サービス業は5千万円）以下の会社または常用する従業員が300人（但し、卸売業は100人、小売業は
　50人、サービス業は100人）以下の会社及び個人事業主

※預り資産残高＝投資信託残高+個人年金保険販売累計額
（ご注意）株主様の住所変更、買増・買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で
　　　　　承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。 

貸出金の状況

預金・預り資産の状況

●貸出金と地域の内訳 ●貸出金と対象先の内訳

●預金（譲渡性預金を含む）と地域の内訳 ●預り資産（投資信託・個人年金保険）と地域の内訳

総預金残高 九州域内預金残高 九州域内預金比率 預り資産残高 九州域内預り資産残高 九州域内預り資産比率

総貸出金残高 九州域内貸出金残高

九州域内貸出金比率 中小企業  及び個人貸出金比率

大・中堅企業、地方公共団体向け貸出金残高 中小企業  向け貸出金残高

個人向け貸出金残高

0120-707-843（フリーダイヤル）

※

※

※

※ ※

（億円） （％）96.5 96.4 96.0 （億円）

（％）
97.7 97.7

98.2

（億円）
（％）

（億円）

21年9月末 22年3月末

21年3月末 21年9月末 21年3月末 21年9月末 22年3月末

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

48,494

44,722

92.2 92.0 92.0
（％）

81.7 81.0 80.3

70,000

50,000

30,000

20,000

10,000

60,000

40,000

6,000

4,000

3,000

2,000

1,000

5,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

49,315

9,672

26,173

13,469

48,711

44,848

49,315

45,388

48,494

8,872

26,698

12,923

8,872

26,319

13,136

60,700

58,623 60,103

5,102

4,985

4,747

4,639

21年3月末

48,711

21年3月末 21年9月末 22年3月末

62,300 63,038

60,569

22年3月末

5,343

5,248
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〒137-8650
東京都江東区塩浜二丁目8番18号　日本証券代行株式会社 代理人部

平成22年3月末の総貸出金のうち、九州域内での貸出金の比率が92.0％、また、中小企業  及び個人への貸出

金の比率が80.3％と九州の特に中小企業・個人のお客さまを中心とした様々な資金ニーズにお応えしております。

平成22年3月末の譲渡性預金を含む預金残高のうち、九州域内での預金の比率が96.0％、預り資産（投資信託・

個人年金保険）のうち九州域内での預り資産の比率が98.2％となっており、九州地域の皆さまから多くのご資産

をお預りするとともに、皆さまの多様なニーズにお応えするため、商品・サービスの充実を図っております。

※中小企業…資本金3億円（但し、卸売業は1億円、小売業、サービス業は5千万円）以下の会社または常用する従業員が300人（但し、卸売業は100人、小売業は
　50人、サービス業は100人）以下の会社及び個人事業主

※預り資産残高＝投資信託残高+個人年金保険販売累計額
（ご注意）株主様の住所変更、買増・買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で
　　　　　承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。 

貸出金の状況

預金・預り資産の状況

●貸出金と地域の内訳 ●貸出金と対象先の内訳

●預金（譲渡性預金を含む）と地域の内訳 ●預り資産（投資信託・個人年金保険）と地域の内訳

総預金残高 九州域内預金残高 九州域内預金比率 預り資産残高 九州域内預り資産残高 九州域内預り資産比率

総貸出金残高 九州域内貸出金残高

九州域内貸出金比率 中小企業  及び個人貸出金比率

大・中堅企業、地方公共団体向け貸出金残高 中小企業  向け貸出金残高

個人向け貸出金残高

0120-707-843（フリーダイヤル）

※

※

※

※ ※

（億円） （％）96.5 96.4 96.0 （億円）

（％）
97.7 97.7

98.2

（億円）
（％）

（億円）

21年9月末 22年3月末

21年3月末 21年9月末 21年3月末 21年9月末 22年3月末

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

48,494

44,722

92.2 92.0 92.0
（％）

81.7 81.0 80.3

70,000

50,000

30,000

20,000

10,000

60,000

40,000

6,000

4,000

3,000

2,000

1,000

5,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

49,315

9,672

26,173

13,469

48,711

44,848

49,315

45,388

48,494

8,872

26,698

12,923

8,872

26,319

13,136

60,700

58,623 60,103

5,102

4,985

4,747

4,639

21年3月末

48,711

21年3月末 21年9月末 22年3月末

62,300 63,038

60,569

22年3月末

5,343

5,248
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平成22年3月期 財務諸表平成22年3月期 財務諸表

連結貸借対照表 　（平成22年3月31日現在） （単位：百万円）

（単位：百万円）

科　　目 金　額
資 産 の 部

BSC BSP

純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計資 産 の 部 合 計 7,287,892

連結損益計算書　（平成21年4月1日～平成22年3月31日）
科　　目 金　額

（単位：百万円）信託財産残高表　（ 現在）

科　目 金　額

包 括 信 託

負債の部合計

1,281

1,281

資　産　の　部
科　目 金　額

負　債　の　部

（ご参考）

275,718
1,193
36,050
863

3,000
1,597,140
5,147,505

2,972
43,375
121,689
3,150
44,878
74,781

△ 63,756
△ 671

現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
為 替 換 算 調 整 勘 定
（評価・換算差額等合計）
少 数 株 主 持 分

85,745
90,301
100,681
△ 643

（276,085）
5,720
△1

27,970
△ 0

（33,688）
26,887

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

（ う ち 貸 出 金 利 息 ）

（うち有価証券利息配当金）

信 託 報 酬

役 務 取 引 等 収 益

特 定 取 引 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

（う　ち　預　金　利　息）

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

当 期 純 利 益

170,865

132,648

（112,743）

（19,035）

8

29,186

67

4,895

4,058

134,632

18,238

（14,216）

9,590

3,268

84,835

18,699

36,233

2,671

1,070

37,834

159

 14,230

1,643

法 人 税 等 合 計 14,390

21,800

負 債 の 部 合 計

預 金
譲 渡 性 預 金
コールマネー及び売渡手形
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
信 託 勘 定 借
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

6,320,854
148,787
100,341
29,554
80,410
241

103,500
15

55,013
11,558
1,104
1,034
1,524
22,507
74,781

有形固定資産
銀行勘定貸
現金預け金
資産の部合計

1,141
15
124

1,281

負 債 の 部

純　資　産　の　部

科　　目 金　額
貸借対照表 　 （単位：百万円）

（単位：百万円）

科　　目 金　額
資 産 の 部

BSC BSP

純 資 産 の 部 合 計 306,174
負債及び純資産の部合計 7,048,434資 産 の 部 合 計 7,048,434

損益計算書　（
科　　目 金　額

261,590
1,193
12,201
860

3,000
1,642,514
4,931,582

2,972
40,738
117,042
2,534
40,532
51,260

△ 47,451
△ 12,139

現 金 預 け 金
コ ー ル ロ ー ン
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

資 本 金
資 本 剰 余 金
　 資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
　 利 益 準 備 金
　　その他利益剰余金
　　 圧 縮 積 立 金
　　 別 途 積 立 金
　　　繰越利益剰余金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
（評価・換算差額等合計）

85,745
85,684
85,684
101,966

61
101,904

3
81,422
20,478
△643

（272,752）
5,452
△1

27,970
（33,421）

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（う ち 貸 出 金 利 息）
（うち有価証券利息配当金）
信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益
特 定 取 引 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（う　ち　預　金　利　息）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及び事 業 税
法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

156,656
124,153

（105,135）
（18,654）

8
24,265

67
4,494
3,666

123,782
18,030

（13,490）
11,043
3,149
76,244
15,313
32,873
2,328
994

34,208
74

13,862法 人 税 等 合 計
13,787

20,345

負 債 の 部 合 計 6,742,259

預 金
譲 渡 性 預 金
コ ー ル マ ネ ー
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
信 託 勘 定 借
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

6,130,812
172,987
100,341
29,554
97,857
241

92,000
15

31,460
10,444
863

1,003
1,455
21,960
51,260

負 債 の 部

純　資　産　の　部

科　　目 金　額

連結財務諸表 財務諸表
（平成22年3月31日現在）

平成21年4月1日～平成22年3月31日）

平成22年3月31日

336,661
7,287,892

＊
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頁
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る
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（単位：百万円）株主資本等変動計算書　（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

資本金
株主資本

評価・換算差額等

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

85,745

85,745
資本剰余金
資本準備金
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

自己株式
前期末残高
当期変動額
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　当期変動額合計
当期末残高　

利益剰余金
利益準備金
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

別途積立金
前期末残高
当期変動額
　別途積立金の積立
　当期変動額合計
当期末残高

繰越利益剰余金
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　圧縮積立金の取崩
　別途積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

利益剰余金合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　圧縮積立金の取崩
　別途積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

株主資本合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

その他有価証券評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

純資産合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高

純資産合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高

繰越ヘッジ損益
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

土地再評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等合計
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

その他利益剰余金
圧縮積立金
　前期末残高
　当期変動額
　　圧縮積立金の取崩
　　当期変動額合計
　当期末残高

資本剰余金合計
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

科　　目 金　額

85,684

85,684

85,684

85,684

61

61

3

△0

3

76,039

5,382

8,984

△3,601

20,345

85,089

△5,382

11,494

△3,601

△9
142

20,345

16,876
101,966

△615

△3,601

△19,953

△2

△142
△142

△1

0
0

25,406
25,406
5,452

28,112

8,156

264,060

△3,601

25,264
42,114
306,174

△49
11
142

20,345

25,264
25,264
33,421

△49
11
142

20,345

16,849
272,752

△49

△27
△643

255,903

21

△9
142

0

5,382
81,422

△0

（単位：百万円）連結株主資本等変動計算書　（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

資本金
株主資本

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

85,745

85,745

利益剰余金

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

90,301

90,301

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

自己株式

株主資本合計

前期末残高
当期変動額
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

少数株主持分
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

繰越ヘッジ損益
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

土地再評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

為替換算調整勘定
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等合計
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

82,349

△3,601

△615

△3,601

△21,411

△2

△142
△142

0

△0

△0
△0
△0

0
△1

27,131

26,990

1,633

△3,601

△49
11

28,623
46,928
336,661

142

21,800

1,633

26,990

5,720

28,112

6,698

25,253

26,887

289,733

33,688

27,970

27,131

△49
11
142

21,800

18,304
276,085

△49

△27
△643

21

△9
142

18,332
100,681

257,780

21,800

科　　目 金　額

資本剰余金

20,478

27,970

6,951,231



6 7

平成22年3月期 財務諸表平成22年3月期 財務諸表

連結貸借対照表 　（平成22年3月31日現在） （単位：百万円）

（単位：百万円）

科　　目 金　額
資 産 の 部

BSC BSP

純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計資 産 の 部 合 計 7,287,892

連結損益計算書　（平成21年4月1日～平成22年3月31日）
科　　目 金　額

（単位：百万円）信託財産残高表　（ 現在）

科　目 金　額

包 括 信 託

負債の部合計

1,281

1,281

資　産　の　部
科　目 金　額

負　債　の　部

（ご参考）

275,718
1,193
36,050
863

3,000
1,597,140
5,147,505

2,972
43,375
121,689
3,150
44,878
74,781

△ 63,756
△ 671

現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
為 替 換 算 調 整 勘 定
（評価・換算差額等合計）
少 数 株 主 持 分

85,745
90,301
100,681
△ 643

（276,085）
5,720
△1

27,970
△ 0

（33,688）
26,887

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

（ う ち 貸 出 金 利 息 ）

（うち有価証券利息配当金）

信 託 報 酬

役 務 取 引 等 収 益

特 定 取 引 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

（う　ち　預　金　利　息）

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

当 期 純 利 益

170,865

132,648

（112,743）

（19,035）

8

29,186

67

4,895

4,058

134,632

18,238

（14,216）

9,590

3,268

84,835

18,699

36,233

2,671

1,070

37,834

159

 14,230

1,643

法 人 税 等 合 計 14,390

21,800

負 債 の 部 合 計

預 金
譲 渡 性 預 金
コールマネー及び売渡手形
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
信 託 勘 定 借
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

6,320,854
148,787
100,341
29,554
80,410
241

103,500
15

55,013
11,558
1,104
1,034
1,524
22,507
74,781

有形固定資産
銀行勘定貸
現金預け金
資産の部合計

1,141
15
124

1,281

負 債 の 部

純　資　産　の　部

科　　目 金　額
貸借対照表 　 （単位：百万円）

（単位：百万円）

科　　目 金　額
資 産 の 部

BSC BSP

純 資 産 の 部 合 計 306,174
負債及び純資産の部合計 7,048,434資 産 の 部 合 計 7,048,434

損益計算書　（
科　　目 金　額

261,590
1,193
12,201
860

3,000
1,642,514
4,931,582

2,972
40,738
117,042
2,534
40,532
51,260

△ 47,451
△ 12,139

現 金 預 け 金
コ ー ル ロ ー ン
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

資 本 金
資 本 剰 余 金
　 資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
　 利 益 準 備 金
　　その他利益剰余金
　　 圧 縮 積 立 金
　　 別 途 積 立 金
　　　繰越利益剰余金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
（評価・換算差額等合計）

85,745
85,684
85,684
101,966

61
101,904

3
81,422
20,478
△643

（272,752）
5,452
△1

27,970
（33,421）

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（う ち 貸 出 金 利 息）
（うち有価証券利息配当金）
信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益
特 定 取 引 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（う　ち　預　金　利　息）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及び事 業 税
法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

156,656
124,153

（105,135）
（18,654）

8
24,265

67
4,494
3,666

123,782
18,030

（13,490）
11,043
3,149
76,244
15,313
32,873
2,328
994

34,208
74

13,862法 人 税 等 合 計
13,787

20,345

負 債 の 部 合 計 6,742,259

預 金
譲 渡 性 預 金
コ ー ル マ ネ ー
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
信 託 勘 定 借
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

6,130,812
172,987
100,341
29,554
97,857
241

92,000
15

31,460
10,444
863

1,003
1,455
21,960
51,260

負 債 の 部

純　資　産　の　部

科　　目 金　額

連結財務諸表 財務諸表
（平成22年3月31日現在）

平成21年4月1日～平成22年3月31日）

平成22年3月31日

336,661
7,287,892

＊
次
頁
「
コ
コ
ロ
が
あ
る
」
編
は
オ
レ
ン
ジ
の
表
紙
側
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い

（単位：百万円）株主資本等変動計算書　（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

資本金
株主資本

評価・換算差額等

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

85,745

85,745
資本剰余金
資本準備金
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

自己株式
前期末残高
当期変動額
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　当期変動額合計
当期末残高　

利益剰余金
利益準備金
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

別途積立金
前期末残高
当期変動額
　別途積立金の積立
　当期変動額合計
当期末残高

繰越利益剰余金
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　圧縮積立金の取崩
　別途積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

利益剰余金合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　圧縮積立金の取崩
　別途積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

株主資本合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

その他有価証券評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

純資産合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高

純資産合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高

繰越ヘッジ損益
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

土地再評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等合計
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

その他利益剰余金
圧縮積立金
　前期末残高
　当期変動額
　　圧縮積立金の取崩
　　当期変動額合計
　当期末残高

資本剰余金合計
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

科　　目 金　額

85,684

85,684

85,684

85,684

61

61

3

△0

3

76,039

5,382

8,984

△3,601

20,345

85,089

△5,382

11,494

△3,601

△9
142

20,345

16,876
101,966

△615

△3,601

△19,953

△2

△142
△142

△1

0
0

25,406
25,406
5,452

28,112

8,156

264,060

△3,601

25,264
42,114
306,174

△49
11
142

20,345

25,264
25,264
33,421

△49
11
142

20,345

16,849
272,752

△49

△27
△643

255,903

21

△9
142

0

5,382
81,422

△0

（単位：百万円）連結株主資本等変動計算書　（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

資本金
株主資本

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

85,745

85,745

利益剰余金

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

90,301

90,301

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

自己株式

株主資本合計

前期末残高
当期変動額
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

少数株主持分
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

繰越ヘッジ損益
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

土地再評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

為替換算調整勘定
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等合計
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

82,349

△3,601

△615

△3,601

△21,411

△2

△142
△142

0

△0

△0
△0
△0

0
△1

27,131

26,990

1,633

△3,601

△49
11

28,623
46,928
336,661

142

21,800

1,633

26,990

5,720

28,112

6,698

25,253

26,887

289,733

33,688

27,970

27,131

△49
11
142

21,800

18,304
276,085

△49

△27
△643

21

△9
142

18,332
100,681

257,780

21,800

科　　目 金　額

資本剰余金

20,478

27,970

6,951,231


